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令和３年度上半期 けやき苑認知症対応型通所介護 

運営推進会議の開催について（書面開催） 

 

 

 

当運営推進会議については、新型コロナウイルス感染症への対応として、書面開催するよう三鷹市より

通知がありました。つきましては下記のとおりサービス提供状況等について報告致します。 

お忙しいところ恐縮ですが、けやき苑認知症対応型通所介護（以下、けやきの会）へのご要望やご助言等

をご記入いただき、ご返送下さいますようお願い申し上げます。 

 

 

記 

 

1. 実績および利用状況 

※資料① 

 

2. 苦情、事故等 

※資料② 

 

3. けやきの会に携わっている職員からの「声」 

※資料③ 

 

 

 

 

 

（書面開催の方法） 

・報告書をお読みいただき「返信用紙」にご記入下さい。 

・ファックスまたは郵送にて、10月 16日（土）までにご提出をお願いします。 



資料①

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

25 23 26 25 25 24

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

20 20 21 21 21 20

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

1 1 0 1 2 0

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

0 0 0 3 1 1

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90～94歳 95～99歳 100歳～

1 0 3 3 8 5 0 0

1回 2回 3回 4回 5回 6回

4 4 9 1 0 2

＜終了者数＞

＊通所回数は週2～3回利用が大半です。新規の方は週1回利用で開始して慣れてから増やす傾向に変わりありません。

＊週2回の方は他サービス併用により曜日が限定されたり、週3回の方は年齢層の高い90歳代の方が多く、疲労を心配したご家

族が1日おきの通所利用を希望されています。また、認知症状や自宅での様子、介護状況などから毎日通所を希望される方もお

り引き続き2名の方が利用中です。

けやき苑認知症対応型通所介護事業　利用実績等（令和3年度上半期）　

＜実施日数＞

＜登録人数＞

＜新規受入数＞

【実績及び利用状況】（令和3年4月～令和３年9月）

＊3度目の緊急事態宣言が発令されましたが、認知症状の進行予防や生活リズムの乱れによる悪影響・ご家族の介護体制など

を考慮し、通所介護事業は休館にはせず感染予防対策を徹底しながら営業を継続しました。

＊登録人数の増減は殆どありませんでした。

＜利用者年齢＞　平均84.4歳

＊ご夫婦で新規登録された方が入りましたが、すぐに老健入所されています。

＊昨年度同様に新型コロナウイルスの影響による緊急事態宣言発令もあり、居宅や包括からの新規相談や見学依頼数が減少

していることは続いており、新規利用者の獲得にはつながりにくい状況でした。

＊利用終了者は計５名。コロナ禍の影響で自宅待機されていた方、長期入院となった方、老健入所、利用辞退者がいました。

＜通所回数＞　平均 2.3 回

＊個別支援を中心にした認知症対応型通所介護ではありますが、利用者の実年齢（65歳～94歳）に約30年の幅があること

から、グループ活動の運営計画や準備にも体力や疲労度、身体機能状態に配慮した支援が重要となっています。また、趣味嗜

好にも差があるため、その都度、確認、検討しながら実施しています。



資料①

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

要介護1 4 4 5 4 5 5

要介護2 6 5 5 5 6 6

要介護3 6 6 5 5 5 5

要介護4 4 4 4 4 4 4

要介護5 0 0 1 1 0 0

合計 20 19 20 19 20 20

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

要介護1 29 25 32 19 39 27

要介護2 54 49 56 58 54 68

要介護3 81 74 72 59 68 67

要介護4 26 23 17 18 33 32

要介護5 0 0 8 0 0 0

1日平均人数

（定員12名）
7.6 7.7 7.2 7.6 7.8 7.9

利用率 63.3% 64.2% 60.0% 63.3% 65.0% 68.1%

月 火 水 木 金 土

要介護１ 3 3 3 1 1 0

要介護２ 3 2 2 2 2 3

要介護３ 3 3 3 5 3 4

要介護４ 1 1 2 2 2 1

要介護５ 0 0 0 0 0 0

合計 10 9 10 10 8 8

※令和3年9月末での登録人数は20名です（女性19名、男性1名）9月末に男性１名終了となりました。

　　そのうち、けやき苑入浴利用者は10名です。

＊前回の運営推進会議（令和3年4月書面開催）の資料と比較しても、大きな変化は見られません。

＊年齢層が広くなったことに加えて、身体機能低下や認知症によるBPSDもあり、個々の状態把握と臨機応変な対応がより一層

必要となっています。個別対応を要する方が一定数おり、対応方法を検証しながら支援しています。

＜曜日別登録人数：１日定員12名＞

＜要介護度別の実利用者数＞

＜延べ利用者数、一日の平均利用人数、利用率＞

＊ご家族の介護負担軽減のためにショートスティを併用されている方もいます。また、体調を崩して欠席が続いてしまう方もいらっ

しゃいました。活動運営ではコロナ感染対策を継続していますが、飛沫感染対策として調理活動や音楽活動なども控えるようにな

りました。マスクの着用など、対策が浸透してきており、日常となってきました。



資料②

発生日時 氏名 内容 発生状況 原因分析 再発防止策

4/1

（木）

13:05

90歳

女性

要介護3

【転倒事故】

【午後の活動開始時の移動時】

歩行器で移動し、座る椅子のひじ掛けを

つかんだところで、職員が名札を撤去し目

を離した際に、バランスを崩され、床にしり

もちをついた。

＊ひじ掛けをつかんだところで安心し、目を離

してしまった。

＊基本的な介助方法と、転倒の可能性

があることを認識し、利用者の状況に応じ

た対応を行うこと。

5/27

（木）

12:40

91歳

女性

要介護2

【接触事故】

【エレベーター内での接触】

エレベーター内で車いす乗車中のご本人を

左側壁に寄せた際、肘おきに乗せていた

手と、エレベーター手すりが接触、挟まる状

況となった。

＊他に２名の乗車があり、他の利用者に注

意が向いたため、確認が疎かになった。

＊周囲の安全確認を徹底すること。

＊複数の利用者対応では、焦らず状況

確認、判断をすること。

認知症対応型通所介護（けやきの会）「事故・ヒヤリハット・苦情等の報告について」　

令和3年度上半期（令和3年4月～令和3年9月）

◆事故・ヒヤリハット（２件）

◆苦情（なし）



資料③ 

【けやき苑 令和 3年度上半期・運営推進会議】 

 

今年度の上半期運営推進会議では、前回に引き続き、非常勤を含む職員全体へのアンケ

ートを実施しました。今回は、コロナ禍になって一年以上が経過したいま現在、職員がど

んなことを意識しながら日々の業務に携わっているのか、また、活動を運営するにあたっ

て工夫していることや、苦慮していることなどを地域の方々や他事業所の皆様と共有する

ことで、一緒に困難な苦境を乗り越えていけたらと思います。 

 

＊配布人数：32名 

アンケート回収：19名 

 

＊アンケート結果内容を一部抜粋・要約しながら記載しています。 

 

 

■ コロナ禍において、自分自身、どんなことに気をつけながら日々の業務に携わって

いますか？ 

・お年寄りは感染したら重症化しやすいということを心に留めて、こまめな手洗いや消

毒を心がけています。 

・ずっとマスクをしているので、表情が伝わりにくいため、声かけや目元でいかに笑顔

を伝えられるか考えています。 

・まずは自分からかからないよう、うつさないように。そしてコロナの話題が多いけ

ど、今日通所して良かったと思えるよう日々の話をどうするか考えています。 

・利用者様と接する時はもちろんのことですが、手の消毒は念入りに、トイレ介助の時

は手袋を使用して、ハンドソープで手をよく洗っています。利用者様の中にハンドソー

プを使用していない方がいる時は一緒にハンドソープを使用して隣に並んで洗っていま

す。洗い終わってすぐ出ようとする時は「消毒しましょう」と声をかけ出ています。 

・外出、外食の自粛。買い物は 1人、もしくは夫婦のみ（子供は留守番） 

・物品の消毒、特に毎日使うものは利用者にも消毒しているということが伝わるよう

に、終わったらすぐ消毒したりしています（安心して使ってもらえるように） 

・プライベートでも人混みなど、人の流れが多いところにはあまり行かないようにして

いる。 

・体調の自己管理（疲れがでそうだなぁ～という手前でなるべくセルフケアできるよう

にしているつもりです） 

・換気をしながらの室温調節。 



■ コロナ禍になる前といま現在を比べて、、、、 

 

① 活動運営で工夫していること 

【活動部屋がひとつなので密な空間になりやすい】 

→・距離感に気をつけて、密にならないでできる活動内容を意識しています。 

 ・歌などは利用者が一定方向をみることで、向かい合って唄わないよう工夫してい

る。 

 ・体操は椅子を二列に配置して両隣と前後の間隔を空けています。 

 ・お茶の際の手指の消毒、テーブル消毒、職員自身も手洗いをする。 

 ・マスクを着用できていない方に（なるべく）せかす雰囲気をなくして着用を促す。 

 

【マスクをしていることで職員の声が聴きとれない方が多い】 

→・マスクを常時しているので、声が伝わりやすくなるようにマイクの使用や文字や 

ジェスチャーなど工夫しています。 

 ・会話は目線を合わせ、わかりやすく。出来れば短時間で。補聴器使用している方に

は筆記具も併用させていただいています。 

 ・ホワイトボードに積極的に書いて伝える。 

 ・声が伝わりやすくなるように、マイクの使用や文字、ジェスチャーなど工夫してい

ます。 

 

【調理や外出などができず、活動の幅が狭まってしまっている…】 

→・けやきの会の誕生会などはおやつを食べたりできないので、そのぶん、カードづく

りに力をいれることで利用者に喜んでもらえるような働きかけをしている。 

 ・YouTubeなど、視覚からも楽しめるような映像の活用 

・音楽活動では日本合唱連盟のガイドラインを参考に利用者間の距離を広めにとる

（前との距離は 1ｍを目安）、マスクの着用の徹底（特に休憩でマスクを外した後）、

楽器活動やプリントを使用する前後の利用者の手指消毒、使用した楽器の消毒と乾燥

をおこなうことでなるべく安全に音楽活動を行なえるように考えている。 

・製作活動を通して季節を感じられるような工夫 

 

 

② 苦慮していること（現状） 

・プログラムがあまり広げられず、似たような内容になりがちです。 

・一度マスクを外してしまうと付け忘れる方がいらっしゃるので「マスク付けていただ

けますか？」とやわらかく言っているのですが、なかなかすぐにつけて下さらない方も

いらっしゃいます。 



・けやきの会はやはりすぐに外してしまう人が多い。少しずつマスクも定着してはきて

いるが、楽しそうにマスクを外して話をしてしまう時がある。様々な制限があり、調理

活動などできずに活動に工夫を要するも、日々の業務に追われてしまう…。 

・利用者の距離感等は工夫しなければ、と思い、座席配置等気にかけるがどうしてもス

ペース上難しい場合多い。 

・マスクをしていることで表情がわかりにくい。声がみなさんに届きにくい。 

・マスク着用の声かけ、不快にならないための声かけが難しい。 

・調理活動や飲食が関わる活動ができないことで幅がなくなっていること。 

・マスクをしていただけない利用者がいること。 

・けやきの会の利用者は会話や歌唱場面で気分が高揚するとマスクを外してしまう

こと。対策はマスク着用を促すことと、外す可能性が高い利用者の席を最前列（円

形着席では無効）にすること。 

 

 

■ 新型コロナウィルスの流行が終息したら、けやき苑でやってみたいことは何かあり

ますか？？ 

・バスでドライブや外食などのイベント 

・以前のように調理活動や外に出る活動をたくさん行ないたい！みんなでワイワイ、ご

はんを食べたい！マスクをはずして笑い合い、歌ったり、おしゃべりしたい！！ 

・ぱっと思い浮かぶのはお花見でしょうか。外の空気を吸ってほしいと思います。 

・今年おこなっていたお祭り、イベントを復活したいと思っています（思いきり派手に

やりたいです）。 

・外出活動 みんなで出掛けたい！ 

・食事会 おいしいもの食べたい！ 

・保育園や学童との交流会 

・マスクを外して楽しくおしゃべりや思いきり歌を唄ったりしたい 

・茶話会や地域の方や子供達との交流をしたい 

・外出（三鷹市の調査、紹介など） 

・今はできなくなってしまったもの（調理活動など） 

・以前のように調理をしたり、外出活動を活発にしていきたい。 

・けやきの会の良さでもあった、「その時の、その思いを大事に」行ってみたいと思う

ところに出かけたり、買物に行ったり、自由に動きまわりたい！ 

・夏まつりの時の盆踊りがまたできたら楽しいかなと思います（前、皆さん楽しそ

うに踊っていたので…） 

・マスクなしでのおしゃべり 

・ネイルや化粧などの美容活動 



・茶話会をして皆で談笑したい。 

・終息しなくても、ご家族に向け zoomミーティングで忘年会などの家族参加や弘

済園、保育園との交流は可能ではないでしょうか？ 

・保育園や小学生との交流会 

・地域サービスデー 

・利用者の戦争体験や加齢による身体の変化を子供たちや地域の人々に知ってもら

いたい（利用者の思いを発信したい） 

 

 

 

★★番外編★★ 

 

コロナ禍でご家族様ともなかなかお会いする機会が減ってしまい、連絡ノートでの

やりとりが近頃はメインとなってきました。その中で、ご家族様とのエピソードを

少しだけ、ご紹介させていただきます…！ 

 

【A さんご家族より】 

コロナ禍になる前までは、夫婦 2 人で一緒に遠出をしたり、買物や外食を楽しんで

いたけど、いまは気軽に外へ出ることもできなくなった。自然と外出の機会が減っ

たが、デイサービスがあることで、確実に週に 1回は出かける機会があることが嬉

しい。妻の表情も豊かになった。 

 

 

【B さんご家族より】 

コロナ禍でも毎日けやき苑に通ってもらえていることで、お互いにストレスなく過

ごせているようにも感じている。けやき苑があるから穏やかに過ごせている。 

 

 

コロナ禍以前に比べて、連絡ノートにご自宅でのご様子や出来事を書いて下さるご

家族様が増えたように感じています。 

家族会など、ご家族様を苑にお招きする機会が減ったこともあり、より一層、連絡

ノートがけやき苑とご家族様とを繋ぐ重要なツールのひとつとなっています。 

こちらも、活動以外での苑でのエピソードが、ご自宅での会話のきっかけとなれる

よう、なるべくコメントを残せるように意識しています。 

 

 



【アンケート集計を終えて・・・】 

 

コロナ禍になって早 1 年以上、職員自身も毎日感染症対策に気を配りながら日常生活を

送っていることがわかりました。けやき苑がこうして毎日運営できているのも、ご利用者

様をはじめとする皆様のご協力のおかげだと改めて感じています。 

一方で、けやきの会（認知症対応型通所介護）の方々は、やはりマスク着用を継続する

ことが難しい場合が多く、対応に苦慮する場面も多々あります。向かい合わないような席

の配置にしたり、さりげなくマスクをつけてさしあげたりと、日々対応を工夫しながら過

ごしています。 

これまでできていた活動（外出、買物、茶話会など）が思う様に実施できないことにも

どかしさもありますが、職員からあがった“コロナが終息したらやってみたいこと”を思う

存分できるような日がくることを信じて、今後も感染症対策を徹底しながら日々の業務に

携わっていけたらと思っています！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年度 けやき苑 上半期・運営推進会議資料 



三鷹市高齢者センターけやき苑 宛（10/16〆切） 

（ファックス  0422-34-6538） 

 

令和３年度上半期 けやき苑認知症対応型通所介護 運営推進会議（書面開催） 

返信用紙 

 

ご記入者名 民生委員 

ご意見・ご要望・

ご助言等 

コロナ禍においての活動は感染予防をしながらだと、なかなか思い通りの活動が

できないとつくづく思いました。そこで、あえてマスク着用、しゃべらない、他の

人と接触しない事などがルールというゲームを考えてみるのはいかがでしょう

か？ 

 

ご記入者名 地域包括支援センター 

ご意見・ご要望・

ご助言等 

１、長期緊急事態宣言下でも、昨年と利用状況に大きな変化が見られなかった理由

として、本人、家族が通所の意義や、安心して通える感染症対策の環境であると感

じておられるのだと思います。 

 

２、車いすでの移動時、利用者には膝に手を置いていただくのはどうでしょうか。

疾患や姿勢によって困難だとは思いますが。 

 

３、コロナ２年目になり、職員の皆様も精神的にも身体的にも拾うが蓄積されてい

るところだと思います。「声」を拝見し、職員の方々の多大なる配慮と、創意工夫に

よって、安定したサービス提供ができていることがよくわかります。どうぞ適度に

リフレッシュし、体調に気を付けてください。 

 

 

 



ご記入者名 認知症介護に知見を有する者 

ご意見・ご要望・

ご助言等 

・日々のご支援お疲れさまです。報告書より皆様の心暖かい支援が伝わってきます。

同業者として同じ地域に心強い仲間がいる事、大変励みになります。 

 

意見として大変恐縮ですが２点あります。 

 

①利用率が 60～70％で推移しています。ショートステイでお休みされる方などがい

て、利用率が上がらないですが、受け入れられる枠はあるようなので、新規の受け

入れ等の方法を探っていますか？ 

 

②要介護度 3，4 の方は介護量が多く大変なことと思います。その分報酬単価も高

く設定されています。高めの方はショートステイを利用している割合が多いと思い

ます。特養への申し込みをされて入所になった場合、運営面への影響はあります

か？（当方は登録人数、平均介護度の危険数値を割り出し、下回らないよう運営し

ています。運営推進会議で意見を頂いた経緯から収支を気にするようになりまし

た。） 

以上２点につきまして回答は次回で大丈夫です。 

 

今後三鷹市内の「認知症対応型通所介護」の存在をケアマネジャーがさらに認知し、

良さを知りサービス調整時に紹介できるようになれば利用率も上がり存在価値が

より高くなっていくかと思います。他サービスを利用しお休みされることで運営が

しづらくなることは事業所にとって良くない流れだと思います。今後も安定した事

業運営がなされることを願っています。 

 


